
編集後記

『記録と史料』第24号をお届けします。

いま会誌『記録と史料Jへの研究論文(論

考)の投稿状況は芳しくありません。本会関

係機関の刊行物の充実や競合する学術雑誌の

存在も影響しているでしょう。ぜひ会員・読

者の皆様のご協力をお願いいたします。第 l

号末尾の言葉を再掲します。「本誌に投稿

を!J 
それでも 100ページをこえた今号は、本会

の特徴のあらわれた内容となりました。地方

公共団体の公文書管理条例の状況・位置をめ

ぐる特集論文は、地域に根ざした対応だけで

なく文書管理の実践・実務の前提を強調して

いて示唆的におもえます。アーキピストの眼

は、自著紹介(解説)を通した論点提示、個

人の活動から照らした地域資料保存活動史、

セミナー記録とそれに応じた〈我が事〉を含

む批評、といずれも鋭い。アーカイブズネッ

トワークでは、 7つの活動・話題を寄せてい

ただきました。書評と紹介は、大学アーカイ

ブズ、県史の一つの姿、地方史活動の論集、

企業アーカイブズ、の計5冊に注目していま

す。資料ファイルは、国内のアーカイブズ専

門職の問題に思考をひろげる材料となりま

す。

本会の特徴?訪しむ声もあるかもしれませ

ん。本誌の紙面からは、本会の名称にみる「歴

史資料」をこえて くアーカイブズ多様性〉が

うかがえます。これを前提にした〈実践〉の

議論が、該当するのではないでしょうか。本

誌に対し「学術雑誌なのか?Jという声も耳

にしたことがあります。歴とした学術雑誌で

す。各記事の直接の著者のほか、多くの人び

とが本誌にたずさわっています。編集の活動

の背景には、本会の活動、アーカイフゃズに関

わる活動があります。その活動の記録とそれ

をめぐる議論を残すことが、本誌本来の役割

です。そこには、いわゆる学会の学術雑誌と

すこし違った学究性があります。

本会の全国大会と同じように、会誌の場も

会員 ・読者の交流の場であり議論の場です。

本誌の記事から、会員はじめアーカイブズ関

係者の顔やその人たちの話、主張がおもいう

かべば成功で、みずからの実務に生かせれば

なおよい。その結果を、本誌、本会にまたご

報告いただければ、と願っています。大会の

閉会に際し 11年後、皆様にまたお目にかか

れますよう」とあったのと同じように、多く

の皆様に本誌でお目にかかれればとおもって

います。 (重)
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